
投
稿
作
品

選
　
考

発
表
・
入
選
作
品
集

賞
投
稿
締
切

投
稿
料

１
９
１
３
年
朝
鮮
の
馬
山
浦
（
ま
さ
ん
ほ
）
生
ま
れ
。
２
０
０

６
年
、
93
歳
に
て
逝
去
。「
戦
後
短
歌
」
を
牽
引
し
た
歌
人
。

51
年
『
未
来
』
創
刊
。
文
化
功
労
者
。
美
し
い
相
聞
歌
、
ま
た

歴
史
と
対
峙
し
た
批
評
精
神
に
あ
ふ
れ
た
幅
広
い
多
く
の
作
品

を
残
し
、
半
世
紀
に
わ
た
り
歌
壇
の
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
こ

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
の
選
者
を
歴
任
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短

歌
講
座
の
創
設
者
と
し
て
、
多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

近
藤 

芳
美

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投
稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
一
人
一
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ
れ
ば
、
無

効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
次
選
考
、
最
終
選
考
を
行
い
、
入
選
・
奨
励
賞
・
選
者
賞
・
近
藤
芳

美
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者
に
は
、
１
月
下

旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
選
作
品
と
作
者
名
は
、
大
会
当
日（
令
和
６
年
３
月
30
日
）発
行
の

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
稿

者
に
は
作
品
集
を
一
冊
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
近
藤
芳
美
賞
、
お
よ
び
選
者
賞
、

奨
励
賞
を
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※

中
面
右
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み

く
だ
さ
い
。

●
近
藤
芳
美
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、
１
組

（
15
首
）。
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
。

　
近
藤
芳
美
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・

渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
奨
励
賞…

各
選
者
２
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

消
印
有
効

一
組
15
首
　
五
、〇
〇
〇 

円（
一
人
一
組
に
限
る
）

郵
便
払
込
に
つ
い
て

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の

上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用

紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日

付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０ 

ー 

２ 

ー 

３
５
７
９
４
４

　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

前回の
入選作品集

◆
近
藤
芳
美
賞 

投
稿
要
領
新
作
15
首
募
集（
テ
ー
マ
自
由
）

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

　

作
品
集

掲
載
名

フ
リ
ガ
ナ

名
　
　
前

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

年
月

都
 道

府
 県

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

大
正
・
昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

 近
藤
芳
美
賞

 専
用
投
稿
用
紙

第
2
5
回

投
稿
締
切
 令
和
5年
11月
7日（
火
）消
印
有
効

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

の
　
り
　
し
　
ろ

会
場
参
加
を

※
会
場
参
加
は
無
料
で
す

が
入
場
券
が
必
要
で
す
。

（
2
名
様
入
場
可
）

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は「
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）」ま

た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の

コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ATM
を
ご
利
用
に
な
り
証
明
書
ま
た
は
、受
領
証
が
な
い
場
合
は
、

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は

「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
は
一
人
一
組

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
講
座
の
創
設
者「
近
藤
芳
美
」の
名
を
冠
し
た
部
門
で
す
。

今
回
で
11
回
目
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

第
25
回

全
国
短
歌
大
会

「
近
藤
芳
美
賞
」選
者
敬
称
略
・
五
十
音
順

「
か
り
ん
」編
集
人

昭
和
三
十
三
年

坂
井 

修
一

さ
か
い
し
ゅ
う
い
ち

と
う

「
塔
」選
者

昭
和
二
十
九
年

栗
木 

京
子

く
り
き

き
ょ
う
こ

み
ら
い

「
未
来
」編
集
人

昭
和
三
十
五
年

大
辻 

隆
弘

お
お
つ
じ
た
か
ひ
ろ

本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は「
学
校
法
人
日
本
放
送
協
会
学
園（
当
時
）」と

し
て
昭
和
37（
１
９
６
２)

年
10
月
に
創
立
。
以
来
、
放
送
を

教
育
に
利
用
す
る
通
信
制
高
等
学
校
と
し
て
、
多
く
の
人
た

ち
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
生
涯
学
習
通
信
講
座

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で「
学
び
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
に
開
講
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
あ
ら
ゆ
る
目
的
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
方
々

の「
学
び
へ
の
情
熱
」を
応
援
す
る
総
合
的
教
育
機
関
で
す
。

第
25
回

短
歌

投稿締切：令和5年

11/7
（火）

作品募集中
N

H
K

 Z
e

n
k

o
k

u
 T

a
n

k
a

 T
a

ik
a

i

発
　
表

©NHK・dwarf

選
者（
五
十
音
順
）

大
森
　
静
佳

岡
野
　
大
嗣

川
野
　
里
子

小
島
ゆ
か
り

三
枝
　
昻
之

俵
　
　
万
智

永
田
　
和
宏

穂
村
　
　
弘

山
崎
　
聡
子

吉
川
　
宏
志

大
辻
　
隆
弘

栗
木
　
京
子

坂
井
　
修
一

近
藤
芳
美
賞

自
由
題・題
詠

募
集
要
項

開
催
日
時・会
場

発
　
表

放
　
送

Ｅ
テ
レ
に
て
放
送
予
定

自
由
題
・
題
詠「
平
」

年
一
回
開
催
の
国
内
最
大
規
模
の
短
歌
大
会
。

第
25
回
大
会
を
記
念
し
、特
別
賞
を
設
け
ま
す
。

選
者
特
選
一
席・近
藤
芳
美
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
と
と
も
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
ま
す
！

ぜ
ひ
、今
の
あ
な
た
の
短
歌
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京・渋
谷
区
）

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）発
行

「
入
選
作
品
集
」に
て
発
表

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会

 
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ 

ほ
か

《
協
力
》 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先



選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
４
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬅ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
教
材
サ
ー
ビ
ス
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集
に
つ
い
て

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自

由
題
特
選
２
首（
１
席
・
２
席
各
１
首
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
１
月
下
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
１
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
大
会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

●
特
選
２
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
第
25
回
記
念
特
別
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日

　（
令
和
6
年
３
月
30
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
１
首
）は
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　※

大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
第
25
回
記
念
特
別
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

賞
海
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
平
」
必
ず「
平
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

投
稿
組
数
に
応
じ
て「
入
選
作
品
集
」を
お
送
り
し
ま
す
。（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
全
投
稿
者
に
、
メ
ー
ル
で
入
選
作
品
集（
電
子
ブ
ッ
ク
）を
お
送
り
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先

郵
便
払
込
に
つ
い
て
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
複
数
組
ご
投
稿
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
の
上
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

◆
自
由
題
・
題
詠
の
部 

投
稿
要
領

投
稿
料

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

②
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書

　
ま
た
は
そ
の
写
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発

表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
本
大
会
関
係

者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
の
同
意
を
得

て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
稿
さ
れ
た
作

品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預

か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の

み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
大
変
残
念
な
こ
と
に
、二
重
投
稿
や
既
発
表
作
品
の
応
募
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

必
ず
、
投
稿
時
に「
大
会
当
日
ま
で
未
発
表
作
品
・
自
作
」で
あ
る
こ
と
を

含
め
、
投
稿
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
か
の

だ
い
じ

岡
野
　
大
嗣

昭
和
五
十
五
年

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

こ
じ
ま

小
島
ゆ
か
り

昭
和
三
十
一
年

「
コ
ス
モ
ス
」会
員

お
お
も
り

し
ず
か

大
森
　
静
佳

平
成
元
年

「
塔
」編
集
委
員

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

か
わ
の

さ
と
こ

川
野
　
里
子

昭
和
三
十
四
年

「
か
り
ん
」編
集
委
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

「
心
の
花
」会
員

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

「
か
ば
ん
」所
属

や
ま
ざ
き

さ
と
こ

山
崎
　
聡
子

昭
和
五
十
七
年

「
未
来
」会
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

よ
し
か
わ

ひ
ろ
し

吉
川
　
宏
志

昭
和
四
十
四
年

「
塔
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

「
り
と
む
」主
宰

こ
こ
ろ

と
う

「
塔
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
講
座
監
修

と
うと

う み
ら
い

は
な

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局
　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

入
場
申
込
は
２
月
20
日（
火
）必
着
。
入
場
券
は
３
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名
様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
す
る
方

　
投
稿
用
紙
の「
希
望
す
る
」欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す
。
投
稿
組
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券
は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　※

○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
投
稿
し
な
い
方

　
往
復
ハ
ガ
キ
に「
短
歌
大
会
の
観
覧
希
望
」と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
ご
記
入
の
上
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事

務
局
宛
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
大
会
の
中
止

や
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
会（
令
和
6
年
３
月
30
日
開
催
）入
場
申
込
方
法

納
入
さ
れ
た
投
稿
料
は
ご
返
金
い
た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会　場
参加を

※会場参加は無料ですが入場券が必要です。
　投稿組数にかかわらず、投稿者お1人につき
　入場券1枚（2名様入場可）を3月上旬にお届けします。印がない場合は「希望しない」と

させていただきます。

希望する      希望しない

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

※個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園短歌大会や通信講座のご案内に使用します。
※新型コロナウイルス感染状況によりイベント内容が変更となる場合があります。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

第25回　―自由題・題詠の部―

投稿締切 令和5年11月7日（火）消印有効
NHK全国短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2
NHK全国短歌大会　事務局

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

フリガナ

（年齢） （保護者名）

大正・昭和・平成・令和 年 月 日

（男・女）

（ 歳）

都 道
府 県

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

▼ 都 道 府 県 、 お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） を 必 ず ご 記 入 く だ さ い 。

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い 二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

投 稿 前 に 必 ず 左 記 ２ 点 を ご 確 認 の う え 印 を つ け て く だ さ い 。

幼児・小学生・中学生・
高校生（18歳以下）
の場合は、

ご記入ください

●
窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の
コ
ピ
ー
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
AT
M
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県 お 名 前

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

作 品 集

掲 載 名本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

自 由 題 ２

題 「 平 」 　 　 　必 ず 「 平 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

自 由 題 １

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

（敬称略・五十音順　生年・所属結社記載）

全国短歌大会  自由題・題詠選者

「第24回
NHK全国短歌大会入選作品集」
全入選作品およそ3,500首を掲載

歳

第25回

前回の大会から

⬅
NHKホールで開催する短歌の祭典。
選者による「プレミアム講座」

第２回となる「＃短歌写真部作品展」
短歌団体による出展ブースなど

短歌愛好家のみなさんに31音の世界を
満喫していただきます。

大会特設ページ



選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
４
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬅ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
教
材
サ
ー
ビ
ス
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集
に
つ
い
て

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自

由
題
特
選
２
首（
１
席
・
２
席
各
１
首
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
１
月
下
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
１
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
大
会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

●
特
選
２
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
第
25
回
記
念
特
別
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日

　（
令
和
6
年
３
月
30
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
１
首
）は
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　※

大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
第
25
回
記
念
特
別
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

賞
海
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
平
」
必
ず「
平
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

投
稿
組
数
に
応
じ
て「
入
選
作
品
集
」を
お
送
り
し
ま
す
。（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
全
投
稿
者
に
、
メ
ー
ル
で
入
選
作
品
集（
電
子
ブ
ッ
ク
）を
お
送
り
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先

郵
便
払
込
に
つ
い
て
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
複
数
組
ご
投
稿
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
の
上
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－
３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

◆
自
由
題
・
題
詠
の
部 

投
稿
要
領

投
稿
料

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

②
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書

　
ま
た
は
そ
の
写
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発

表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
本
大
会
関
係

者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
の
同
意
を
得

て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
稿
さ
れ
た
作

品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預

か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の

み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
大
変
残
念
な
こ
と
に
、二
重
投
稿
や
既
発
表
作
品
の
応
募
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

必
ず
、
投
稿
時
に「
大
会
当
日
ま
で
未
発
表
作
品
・
自
作
」で
あ
る
こ
と
を

含
め
、
投
稿
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
か
の

だ
い
じ

岡
野
　
大
嗣

昭
和
五
十
五
年

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

こ
じ
ま

小
島
ゆ
か
り

昭
和
三
十
一
年

「
コ
ス
モ
ス
」会
員

お
お
も
り

し
ず
か

大
森
　
静
佳

平
成
元
年

「
塔
」編
集
委
員

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

か
わ
の

さ
と
こ

川
野
　
里
子

昭
和
三
十
四
年

「
か
り
ん
」編
集
委
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

「
心
の
花
」会
員

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

「
か
ば
ん
」所
属

や
ま
ざ
き

さ
と
こ

山
崎
　
聡
子

昭
和
五
十
七
年

「
未
来
」会
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

よ
し
か
わ

ひ
ろ
し

吉
川
　
宏
志

昭
和
四
十
四
年

「
塔
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

「
り
と
む
」主
宰

こ
こ
ろ

と
う

「
塔
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
講
座
監
修

と
うと

う み
ら
い

は
な

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局
　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

入
場
申
込
は
２
月
20
日（
火
）必
着
。
入
場
券
は
３
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名
様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
す
る
方

　
投
稿
用
紙
の「
希
望
す
る
」欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す
。
投
稿
組
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券
は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　※

○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
投
稿
し
な
い
方

　
往
復
ハ
ガ
キ
に「
短
歌
大
会
の
観
覧
希
望
」と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
ご
記
入
の
上
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事

務
局
宛
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
大
会
の
中
止

や
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
会（
令
和
6
年
３
月
30
日
開
催
）入
場
申
込
方
法

納
入
さ
れ
た
投
稿
料
は
ご
返
金
い
た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会　場
参加を

※会場参加は無料ですが入場券が必要です。
　投稿組数にかかわらず、投稿者お1人につき
　入場券1枚（2名様入場可）を3月上旬にお届けします。印がない場合は「希望しない」と

させていただきます。

希望する      希望しない

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

※個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園短歌大会や通信講座のご案内に使用します。
※新型コロナウイルス感染状況によりイベント内容が変更となる場合があります。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

第25回　―自由題・題詠の部―

投稿締切 令和5年11月7日（火）消印有効
NHK全国短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2
NHK全国短歌大会　事務局

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

フリガナ

（年齢） （保護者名）

大正・昭和・平成・令和 年 月 日

（男・女）

（ 歳）

都 道
府 県

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

▼ 都 道 府 県 、 お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） を 必 ず ご 記 入 く だ さ い 。

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い 二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

投 稿 前 に 必 ず 左 記 ２ 点 を ご 確 認 の う え 印 を つ け て く だ さ い 。

幼児・小学生・中学生・
高校生（18歳以下）
の場合は、

ご記入ください

●
窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の
コ
ピ
ー
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
AT
M
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県 お 名 前

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

作 品 集

掲 載 名本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

自 由 題 ２

題 「 平 」 　 　 　必 ず 「 平 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

自 由 題 １

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

（敬称略・五十音順　生年・所属結社記載）

全国短歌大会  自由題・題詠選者

「第24回
NHK全国短歌大会入選作品集」
全入選作品およそ3,500首を掲載

歳

第25回

前回の大会から

⬅

NHKホールで開催する短歌の祭典。
選者による「プレミアム講座」

第２回となる「＃短歌写真部作品展」
短歌団体による出展ブースなど

短歌愛好家のみなさんに31音の世界を
満喫していただきます。

大会特設ページ



投
稿
作
品

選
　
考

発
表
・
入
選
作
品
集

賞
投
稿
締
切

投
稿
料

１
９
１
３
年
朝
鮮
の
馬
山
浦
（
ま
さ
ん
ほ
）
生
ま
れ
。
２
０
０

６
年
、
93
歳
に
て
逝
去
。「
戦
後
短
歌
」
を
牽
引
し
た
歌
人
。

51
年
『
未
来
』
創
刊
。
文
化
功
労
者
。
美
し
い
相
聞
歌
、
ま
た

歴
史
と
対
峙
し
た
批
評
精
神
に
あ
ふ
れ
た
幅
広
い
多
く
の
作
品

を
残
し
、
半
世
紀
に
わ
た
り
歌
壇
の
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
こ

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
の
選
者
を
歴
任
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短

歌
講
座
の
創
設
者
と
し
て
、
多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

近
藤 

芳
美

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投
稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
一
人
一
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ
れ
ば
、
無

効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
次
選
考
、
最
終
選
考
を
行
い
、
入
選
・
奨
励
賞
・
選
者
賞
・
近
藤
芳

美
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者
に
は
、
１
月
下

旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
選
作
品
と
作
者
名
は
、
大
会
当
日（
令
和
６
年
３
月
30
日
）発
行
の

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
稿

者
に
は
作
品
集
を
一
冊
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
近
藤
芳
美
賞
、
お
よ
び
選
者
賞
、

奨
励
賞
を
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※

中
面
右
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み

く
だ
さ
い
。

●
近
藤
芳
美
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、
１
組

（
15
首
）。
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
。

　
近
藤
芳
美
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・

渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
奨
励
賞…

各
選
者
２
組
。
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

消
印
有
効

一
組
15
首
　
五
、〇
〇
〇 

円（
一
人
一
組
に
限
る
）

郵
便
払
込
に
つ
い
て

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の

上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用

紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日

付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０ 

ー 

２ 

ー 

３
５
７
９
４
４

　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の

お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

前回の
入選作品集

◆
近
藤
芳
美
賞 

投
稿
要
領
新
作
15
首
募
集（
テ
ー
マ
自
由
）

２
３

４
５

６
７

８
９

10
11

12
13

14
15

１
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

　

作
品
集

掲
載
名

フ
リ
ガ
ナ

名
　
　
前

〒

日

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

年
月

都
 道

府
 県

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

大
正
・
昭
和
・
平
成

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

 近
藤
芳
美
賞

 専
用
投
稿
用
紙

第
2
5
回

投
稿
締
切
 令
和
5年
11月
7日（
火
）消
印
有
効

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

の
　
り
　
し
　
ろ

会
場
参
加
を

※
会
場
参
加
は
無
料
で
す

が
入
場
券
が
必
要
で
す
。

（
2
名
様
入
場
可
）

投
稿
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は「
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）」ま

た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の

コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ATM
を
ご
利
用
に
な
り
証
明
書
ま
た
は
、受
領
証
が
な
い
場
合
は
、

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は

「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
は
一
人
一
組

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短
歌
講
座
の
創
設
者「
近
藤
芳
美
」の
名
を
冠
し
た
部
門
で
す
。

今
回
で
11
回
目
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

第
25
回

全
国
短
歌
大
会

「
近
藤
芳
美
賞
」選
者
敬
称
略
・
五
十
音
順

「
か
り
ん
」編
集
人

昭
和
三
十
三
年

坂
井 

修
一

さ
か
い
し
ゅ
う
い
ち

と
う

「
塔
」選
者

昭
和
二
十
九
年

栗
木 

京
子

く
り
き

き
ょ
う
こ

み
ら
い

「
未
来
」編
集
人

昭
和
三
十
五
年

大
辻 

隆
弘

お
お
つ
じ
た
か
ひ
ろ

本
名
と
違
う
場
合
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は「
学
校
法
人
日
本
放
送
協
会
学
園（
当
時
）」と

し
て
昭
和
37（
１
９
６
２)

年
10
月
に
創
立
。
以
来
、
放
送
を

教
育
に
利
用
す
る
通
信
制
高
等
学
校
と
し
て
、
多
く
の
人
た

ち
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
生
涯
学
習
通
信
講
座

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で「
学
び
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
に
開
講
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、
あ
ら
ゆ
る
目
的
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
方
々

の「
学
び
へ
の
情
熱
」を
応
援
す
る
総
合
的
教
育
機
関
で
す
。

第
25
回

短
歌

投稿締切：令和5年

11/7
（火）

作品募集中
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選
者（
五
十
音
順
）

大
森
　
静
佳

岡
野
　
大
嗣

川
野
　
里
子

小
島
ゆ
か
り

三
枝
　
昻
之

俵
　
　
万
智

永
田
　
和
宏

穂
村
　
　
弘

山
崎
　
聡
子

吉
川
　
宏
志

大
辻
　
隆
弘

栗
木
　
京
子

坂
井
　
修
一

近
藤
芳
美
賞

自
由
題・題
詠

募
集
要
項

開
催
日
時・会
場

発
　
表

放
　
送

Ｅ
テ
レ
に
て
放
送
予
定

自
由
題
・
題
詠「
平
」

年
一
回
開
催
の
国
内
最
大
規
模
の
短
歌
大
会
。

第
25
回
大
会
を
記
念
し
、特
別
賞
を
設
け
ま
す
。

選
者
特
選
一
席・近
藤
芳
美
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
と
と
も
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
ま
す
！

ぜ
ひ
、今
の
あ
な
た
の
短
歌
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京・渋
谷
区
）

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）発
行

「
入
選
作
品
集
」に
て
発
表

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会

 

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ 

ほ
か

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先



投
稿
作
品

選
　
考

発
表
・
入
選
作
品
集

賞
投
稿
締
切

投
稿
料

１
９
１
３
年
朝
鮮
の
馬
山
浦
（
ま
さ
ん
ほ
）
生
ま
れ
。
２
０
０

６
年
、
93
歳
に
て
逝
去
。「
戦
後
短
歌
」
を
牽
引
し
た
歌
人
。

51
年
『
未
来
』
創
刊
。
文
化
功
労
者
。
美
し
い
相
聞
歌
、
ま
た

歴
史
と
対
峙
し
た
批
評
精
神
に
あ
ふ
れ
た
幅
広
い
多
く
の
作
品

を
残
し
、
半
世
紀
に
わ
た
り
歌
壇
の
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
こ

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
の
選
者
を
歴
任
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
短

歌
講
座
の
創
設
者
と
し
て
、
多
く
の
短
歌
愛
好
家
の
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

近
藤 

芳
美

こ
ん
ど
う  

よ
し
み

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投
稿
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
一
人
一
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
投
稿
作
品
は
、
15
首
と
も
自
作
・
未
発
表
で
作
者
本
人
か
ら
の
投

稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
首
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
稿
、
酷
似
作
品
が
あ
れ
ば
、
無

効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
首
を
一
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
次
選
考
、
最
終
選
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を
行
い
、
入
選
・
奨
励
賞
・
選
者
賞
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近
藤
芳

美
賞
を
決
定
し
ま
す
。
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
者
に
は
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１
月
下
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に
文
書
で
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知
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せ
し
ま
す
。

入
選
作
品
と
作
者
名
は
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大
会
当
日（
令
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６
年
３
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30
日
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
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集
」で
発
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す
。
な
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、
投
稿
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に
は
作
品
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冊
お
届
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い
た
し

ま
す
。
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芳
美
賞
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び
選
者
賞
、

奨
励
賞
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、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
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ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※

中
面
右
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み

く
だ
さ
い
。
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近
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。
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払
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欄
に
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だ
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。
振
替
払
込
受
付
証
明
書
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の
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替
払
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付
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明
書
貼
付
欄
に
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が
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は
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た
日
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と
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と
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は「
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法
人
日
本
放
送
協
会
学
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当
時
）」と
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て
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和
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６
２)
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に
創
立
。
以
来
、
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を

教
育
に
利
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す
る
通
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制
高
等
学
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と
し
て
、
多
く
の
人
た
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を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
生
涯
学
習
通
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、
子
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も
か
ら
大
人
ま
で「
学
び
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を

バ
ッ
ク
ア
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プ
す
る
た
め
に
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
に
開
講
。
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、
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目
的
、
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る
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の
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a
 T

a
ik

a
i

発
　
表

©NHK・dwarf

選
者（
五
十
音
順
）

大
森
　
静
佳

岡
野
　
大
嗣

川
野
　
里
子

小
島
ゆ
か
り

三
枝
　
昻
之

俵
　
　
万
智

永
田
　
和
宏

穂
村
　
　
弘

山
崎
　
聡
子

吉
川
　
宏
志

大
辻
　
隆
弘

栗
木
　
京
子

坂
井
　
修
一

近
藤
芳
美
賞

自
由
題・題
詠

募
集
要
項

開
催
日
時・会
場

発
　
表

放
　
送

Ｅ
テ
レ
に
て
放
送
予
定

自
由
題
・
題
詠「
平
」

年
一
回
開
催
の
国
内
最
大
規
模
の
短
歌
大
会
。

第
25
回
大
会
を
記
念
し
、特
別
賞
を
設
け
ま
す
。

選
者
特
選
一
席・近
藤
芳
美
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
と
と
も
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
ま
す
！

ぜ
ひ
、今
の
あ
な
た
の
短
歌
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京・渋
谷
区
）

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）発
行

「
入
選
作
品
集
」に
て
発
表

令
和
6
年
３
月
30
日（
土
）

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

東
京
都

 

現
代
歌
人
協
会

 

日
本
歌
人
ク
ラ
ブ 

ほ
か

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

山
崎
製
パ
ン
株
式
会
社

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局

☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先



選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

全
投
稿
者
に
、
投
稿
の
組
数
に
応
じ
て
４
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
稿
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬅ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
教
材
サ
ー
ビ
ス
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集
に
つ
い
て

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
、
全
選
者
が
自

由
題
特
選
２
首（
１
席
・
２
席
各
１
首
ず
つ
）、
題
詠
特
選
１
首
、
秀
作
25
首
、
佳
作
55
首
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
１
月
下
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
１
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
大
会
大
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

●
特
選
２
席
作
品
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り「
第
25
回
記
念
特
別
賞
」を
決
定
し
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日

　（
令
和
6
年
３
月
30
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
１
首
）は
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
大
会
大
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　※

大
会
大
賞
作
品
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。

●
第
25
回
記
念
特
別
賞

　
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル（
東
京
・
渋
谷
）の
ス
テ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

賞
海
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
） 

23
時
59
分

投
稿

締
切

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
点
線
で
切
り
取
り
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
稿
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
稿（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
稿
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
平
」
必
ず「
平
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

投
稿
組
数
に
応
じ
て「
入
選
作
品
集
」を
お
送
り
し
ま
す
。（
投
稿
一
組
に
つ
き
一
冊
）

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生（
十
八
歳
以
下
）に
限
り

①
自
由
題
二
首

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
首
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
首
と
題
詠「
平
」一
首…

…
…

三
首
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
全
投
稿
者
に
、
メ
ー
ル
で
入
選
作
品
集（
電
子
ブ
ッ
ク
）を
お
送
り
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先・投
稿
先

郵
便
払
込
に
つ
い
て
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
複
数
組
ご
投
稿
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
の
上
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
稿
用
紙
の
振

替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
稿
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
８
０

－

２

－

３
５
７
９
４
４
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
短
歌
大
会
事
務
局

◆
自
由
題
・
題
詠
の
部 

投
稿
要
領

投
稿
料

郵
便
で
の
ご
投
稿

１①
投
稿
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

②
投
稿
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書

　
ま
た
は
そ
の
写
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
稿

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

●
規
定
の
投
稿
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
及
び
未
発

表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。
本
大
会
関
係

者
は
投
稿
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
の
同
意
を
得

て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
投
稿
さ
れ
た
作

品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く

認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預

か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の

み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保

護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
）。

●
作
品
投
稿
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
大
変
残
念
な
こ
と
に
、二
重
投
稿
や
既
発
表
作
品
の
応
募
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

必
ず
、
投
稿
時
に「
大
会
当
日
ま
で
未
発
表
作
品
・
自
作
」で
あ
る
こ
と
を

含
め
、
投
稿
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
か
の

だ
い
じ

岡
野
　
大
嗣

昭
和
五
十
五
年

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

こ
じ
ま

小
島
ゆ
か
り

昭
和
三
十
一
年

「
コ
ス
モ
ス
」会
員

お
お
も
り

し
ず
か

大
森
　
静
佳

平
成
元
年

「
塔
」編
集
委
員

な
が
た

か
ず
ひ
ろ

永
田
　
和
宏

昭
和
二
十
二
年

か
わ
の

さ
と
こ

川
野
　
里
子

昭
和
三
十
四
年

「
か
り
ん
」編
集
委
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

た
わ
ら

ま
　
ち

俵
　
　
万
智

昭
和
三
十
七
年

「
心
の
花
」会
員

ほ
む
ら

ひ
ろ
し

穂
村
　
　
弘

昭
和
三
十
七
年

「
か
ば
ん
」所
属

や
ま
ざ
き

さ
と
こ

山
崎
　
聡
子

昭
和
五
十
七
年

「
未
来
」会
員

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

よ
し
か
わ

ひ
ろ
し

吉
川
　
宏
志

昭
和
四
十
四
年

「
塔
」主
宰

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」選
者

さ
い
ぐ
さ

た
か
ゆ
き

三
枝
　
昻
之

昭
和
十
九
年

「
り
と
む
」主
宰

こ
こ
ろ

と
う

「
塔
」選
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
講
座
監
修

と
うと

う み
ら
い

は
な

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
36

－
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事
務
局
　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

入
場
申
込
は
２
月
20
日（
火
）必
着
。
入
場
券
は
３
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

◆
入
場
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。

入
場
券
一
枚
に
つ
き
、
二
名
様
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
次
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
す
る
方

　
投
稿
用
紙
の「
希
望
す
る
」欄
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
作
品
集
引
換
を
兼
ね
た
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し
ま
す
。
投
稿
組
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
入
場
券
は
お
一
人
に
つ
き
一
枚
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　※

○
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
投
稿
し
な
い
方

　
往
復
ハ
ガ
キ
に「
短
歌
大
会
の
観
覧
希
望
」と
明
記
し
、
返
信
宛
名
欄
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
ご
記
入
の
上
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」事

務
局
宛
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
大
会
の
中
止

や
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

大
会（
令
和
6
年
３
月
30
日
開
催
）入
場
申
込
方
法

納
入
さ
れ
た
投
稿
料
は
ご
返
金
い
た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会　場
参加を

※会場参加は無料ですが入場券が必要です。
　投稿組数にかかわらず、投稿者お1人につき
　入場券1枚（2名様入場可）を3月上旬にお届けします。印がない場合は「希望しない」と

させていただきます。

希望する      希望しない

払
込
日
　
　
　
　
月
　
　
　
日

※個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園短歌大会や通信講座のご案内に使用します。
※新型コロナウイルス感染状況によりイベント内容が変更となる場合があります。

▲ご投稿には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

第25回　―自由題・題詠の部―

投稿締切 令和5年11月7日（火）消印有効
NHK全国短歌大会投稿用紙

〒186-8001
東京都国立市富士見台2-36-2
NHK全国短歌大会　事務局

の
　
り
　
し
　
ろ

投
稿
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

※任意でご記入
　ください。

〒

名 　 前

住 　 所

電 話 番 号

生 年 月 日

フリガナ

（年齢） （保護者名）

大正・昭和・平成・令和 年 月 日

（男・女）

（ 歳）

都 道
府 県

● 複 数 組 を 投 稿 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

▼ 都 道 府 県 、 お 名 前 （ フ リ ガ ナ ） を 必 ず ご 記 入 く だ さ い 。

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い 二 重 投 稿 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 稿 ） し て い な い

投 稿 前 に 必 ず 左 記 ２ 点 を ご 確 認 の う え 印 を つ け て く だ さ い 。

幼児・小学生・中学生・
高校生（18歳以下）
の場合は、

ご記入ください

●
窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」の
コ
ピ
ー
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
AT
M
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書（
お
客
様

用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、
払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〈 フ リ ガ ナ 〉

都 道
府 県 お 名 前

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

作 品 集

掲 載 名本 名 と 違 う 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

自 由 題 ２

題 「 平 」 　 　 　必 ず 「 平 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 稿 は で き ま せ ん 。

自 由 題 １

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

（敬称略・五十音順　生年・所属結社記載）

全国短歌大会  自由題・題詠選者

「第24回
NHK全国短歌大会入選作品集」
全入選作品およそ3,500首を掲載

歳

第25回

前回の大会から

⬅

NHKホールで開催する短歌の祭典。
選者による「プレミアム講座」

第２回となる「＃短歌写真部作品展」
短歌団体による出展ブースなど

短歌愛好家のみなさんに31音の世界を
満喫していただきます。

大会特設ページ


